
尾道市立山波小学校

改善計画

7月 1月

自己の変容を実感できる
ような振り返りを取り入
れた授業作りを行う。

・児童アンケート
の肯定的回答 80% 79.6% 81.50% 101% A

　児童アンケートにおける自己の変容に関わる
項目では，肯定的回答の割合が81.5％となり，
目標値を達成することができた。
　取組として，前期同様，視点を明確にして，
振り返りを書かせてきた。それに加え，教師が
振り返りを価値付けたり，振り返りを次時の授
業に取り入れたりすることで，児童に振り返り
を通して自己の変容をより実感できるよう取組
を進めてきた。

○

・振り返りをすることは，子どもたちの中に定着し，変容を
自覚できていることがわかる。今後は，友達同士で自分の振
り返った内容を交流し，さらに学びを深めていく必要があ
る。
・振り返りを大切にしていること，またそれが次の授業につ
ながっているのが分かる。
・振り返りを書くことによって，自分の苦手な部分を明確に
知ることができてよい。また，前回から今回までに克服でき
た部分を知ることができ，勉強への意欲につながると思う。
・アンケート内容や児童の振り返りの部分を詳しく知りた
い。

振り返りを書くことが自己の変容を実感する
ことによりつながるよう，振り返りの内容を
充実させる必要がある。そのために，振り返
りを次時の授業で取り上げたり，他者が価値
付けたりする機会を意図的に設定する。そう
することで，児童が互いに学びを深めていく
ことにつなげていく。

授業のユニバーサルデザ
イン化を図り，総合的な
学力をつける。

・単元末テストの
平均点　８０点以
上（算数科）

80点 83.8点 81.9点 102% A

　平均点では，目標値を達成することができ
た。
　ユニバーサルデザイン化の一つとして，「相
手を意識した表現を中心とした学び合う活動」
を取り入れてきた。この活動の中で，児童には
自分の考えを相手に分かりやすく伝えること
と，友達の意見をしっかり聞くことを意識させ
た。平均点に達することができなかった児童
も，この活動の中で児童同士で高め合うことを
通して，学力の向上につなげていきたい。

○

・点数を上げることだけが目標ではないと思うが，今の山波
小学校であれば目標値の８０点を上げても充分に達成可能で
はないかと思う。
・相手を意識した表現力の育成を図っていることは，授業研
究でも理解できた。このことが学力面での成果につながって
いると考えられる。さらなる基礎学力の向上を期待する。
・他の児童の発表や表現を聞くことによって自分の苦手な部
分を改善できるとよいと思う。また，友達に教えてあげるこ
とで自分も学習することができるのでよりよい。

引き続き，自分の考えを相手に分かりやすく
伝えることと，友達の意見をしっかり聞くこ
とを意識させていく。加えて，児童同士で質
問したり付け加えたりさせ，考えをつなぐこ
とに取り組んでいくことで，互いに高め合え
る集団を育て，学力の向上につなげていく。

「学級活動」の時間で，クラ
スの課題を出し合い，解決を
図るための話し合いの時間を
確保する。

月毎の「学級活動」の内
容に係る達成率（目標達
成に向けて、自ら考えて
行動できたかどうか）
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　目標値を達成することができた。
　クラス会議を行うだけでなく，クラスで決めた課
題解決に向けて，主体的に取り組む力のある集団作
りが機能している。それらが，本校では多くの児童
が落ち着いた学校生活を送ることができている一因
となっている。
　課題としては，話し合いにあまり参加できなかっ
た児童が数％いる点である。発表だけでなく，挙手
で立場を決めさせる等で，全員参加をどう促してい
くのかが大切である。全ての児童が自分達の話し合
いに参加できたと実感し，主体的に課題解決に繋げ
られるよう，教師側の指導面から，さらに質の向上
を目指す。

○

・学習面だけではなく，「心」の面でも個別に対応することがよ
り求められているため，参加しにくい児童に視点をあてて課題を
整理していくことはよいことだと思う。
・学級の落ち着きが取り組みの成果だと感じた。
・児童が主体となっての話し合い（クラス会議）は，高校受験に
もある「自己表現」の試験に向けての一歩であると思うためよ
い。
・自分たちで考え発言する機会は大切であるが，発言する児童は
固定していると思うため，発言が苦手な児童が意見を出しやすい
雰囲気作りが大切である。クラス全体で意見を出す場面に加え
て，班で話し合い，班ごとに発言をしていくことで，挙手して発
言しにくい児童も意見を出しやすくなるのではないかと思う。

・「クラス会議」を行う際に，自分の意見を
全体の場で表現することに苦手意識のある児
童も参加できたと実感できるようにしていく
ために，発表だけではなく，自分が良いと思
う解決策に対して挙手をさせる等，多様な自
己表現の形を取り入れる。
・高学年をはじめ，他学級の取組を共有し，
手本とすることで，より主体的に自分達の課
題を解決しようとする集団になると思う。そ
のために，集会等で取組を紹介する。

学級の中で，お互いの良
さや成長を認め合う時間
を確保する。

児童アンケートの
肯定的回答
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　全体平均での目標値を達成することができ
た。但し，高学年においては未達成である。高
学年では４人に１人が自分の良さをあまり実感
できていない実態が見られた。
　発達段階的にも，恥じらいや消極性が出てく
る高学年では，いかにして見えづらくなる児童
の良さを表出させるのかが問われる。新年度に
向けても，それらの手立てを職員間で共有し，
自分の良さを実感し，新しいことに積極的に挑
戦することで新たな自分に出会える，今よりも
自分に自信が持てるような学校生活を送れるよ
うにしていく。

○

・高学年の児童は自己評価が低くなる傾向があるが，「振り返り」を通し
て，メタ認知力が上がっているとも考えられる。今後も分析を大事にして
いく必要がある。
・コロナ禍でできなかったことが多いと思うが，その中で成果を上げたこ
とは評価できる。高学年になると自分のことを冷静に客観的に見る力もつ
いてくるため，悲観することはないと思う。
・授業以外の係活動や学校外での取組に対する表彰を他の児童と共有し，
認め合うことで勉強が得意ではない児童も自身の良さを認めてもらい，自
信につながるためよいと思う。
・悪いことはすぐに連絡が入りやすいが，よいことはなかなか外部からも
受け取りにくい。地域や保護者から受け取る手段が必要。懇談のときに伝
えたり，アンケートを取ったりする。

・発達段階的にも，恥じらいや消極性が出て
くる高学年では，いかにして見えづらくなる
児童の良さを表出させるのかが問われる。新
年度に向けて，それらの手立て（例：役割を
与える等）を職員間で共有し，自分の良さを
実感し，新しいことに積極的に挑戦すること
で新たな自分に出会える，今よりも自分に自
信が持てるような学校生活を送れるようにし
ていく。

　

春休みに体力作りに取り組ませる。
①内容　なわとび，腹筋，グーパー運動
②目標　１０回以上
③方策　体力作りカードの配布
　来年度も，目標や方策の方向性は継続して
行う。取組を徹底，充実させていくことで，
児童の体力の向上を図る。
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自分に自信をもち，
何事にも主体的に取
り組む「考動力」の
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自己肯定感
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自らの変容を実感
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友達と声をかけ合っ
て体を動かすことを
通して，体力の向上
を図る。
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k 二次評価

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０
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89.5%

・現状を考えれば，まずは体を動かすことの気持ちよ
さや楽しさ，友達と一緒にすることで，更にそれらが
増していくことが実感できるところから取組を進めて
いくのもよい。
・コロナ禍で子どもたちの体力低下は全国的な課題で
ある。その中で，何とかできる取組を継続した結果は
十分出ていると感じた。
・感染対策を行いながらの取組は大変だったと思う
が，工夫しながら目標達成できているためよいと思
う。
・児童と一緒に先生方も取組に挑戦するなど，児童が
取り組みやすい雰囲気作りを行っていてよい。

令和４年度　学校評価表　

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション 中学校区で取り組む自己肯定感の向上による教育の推進

自ら学び　心豊かに　たくましく生きる山波っ子の育成

「信頼される学校づくり」と「ユネスコ・スクール（ＥＳＤ）の発信」
○確かな学力の向上と豊かな心、健やかな体の育成　〇地域・家庭・関係機関との連携　〇服務規律の徹底a 　ビジョン

運動する時間を設定し，
声をかけ合って体力を高
める。

新体力テストの目
標達成率（個人目
標）

7月　抽出調査【5年生】
　目標＝児童個々が昨年度の結
果をもとに決めた目標。
12月　全員調査【全学年】
　目標＝児童個々が7月の結果
を上回ることが目標。
（7月ABC判定≦12月ABC判
定）

80% 91%

健康で元気
な体づくり
に向けた，
共に高め合
う力の育成

　目標値を達成することができた。
　感染症の状況に注意しながら，体育委員
会による外遊びの呼びかけ，縦割り新体力
テスト，体育授業はじめのサーキットト
レーニング，体育朝会などの体力つくりの
取り組みを行った。
　しかしながら，個々の記録の伸び具合を
見てみると十分伸びている児童は少ない。
これは，感染症や感染症に対する自粛行動
の影響があると考えられる。
　今後，感染症予防のためにも子ども同士
の声掛けを大切にしながら体力つくりの取
り組みを継続していく。

様式1


